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緑

は
酸
素
を

供
給
し
ま
す

植
物
に
は
、
空
気
中

の
炭

酸
ガ
ス
を

吸
っ
て
酸
素
を
吐
き
出

す
働

き
が
あ
り

ま
す
。
草
花
な
ど
に
比
べ
樹
木
は
そ
の

働
き
が
大
き
く
、
一
の
炭

酸
ガ
ス
を
吸

っ
て
、
約
二

・
七

倍
の

酸
素
を
吐
き
出

し
ま
す
。

ち
な
み
に
人

閥
一
人

が
一
年
間
に
吸

う
酸
素
の
量
は
、
ス

ギ
の
木
十
六
本
が

一
年
間

に
出
す

酸
案
の
量
と
同
じ
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
樹
木
は
ほ
こ
り
や
ば
い
堙
な

ど
を
ろ
遇
す

る
働
き
も
し
ま
十
。
そ

れ

は
、
一
策
の
気
孔

か
ら
亜
硫
酸
ガ
ス
な
ど

も

Ｉ
諸

に
吸

い
込
み
、
葉
の
中
に
硫
黄

な
ど
の
物
質
を
蓄
え
た
り
、
幹
や
岐

に

ほ
こ
り
や
ば
い
煙
を
付
蕃
さ
せ
て
し
ま

う
た
め
で
す
。

郁
会
や
工
場
地
帯
の
空
気
一
立
方
セ

ン
チ
の
中
に
合
ま
れ
て
い
る
ほ
こ
り
や

ぱ
い
煙
の
粒
子
の
数
は
、
数
百
か
ら
数

千
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
森
の
中
で

は
十
そ
こ
そ
こ
で
す
。
こ
の
数
字
が
、

樹
木
の

”ろ
過
効
果
”
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

緑

は
ｎ

を
さ
え
ぎ
り
ま
す

都
会

な
ど
で

、
瞋
の
行
き
交
う
通
り

か
ら
樹
木
の
多

い
公
園

に
入
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
騒

音
が
う
そ
の
よ
う
に
消
え

て
し
ま
う
Ｉ

こ
れ
は
、
樹
木
が
音
を

さ
え

ぎ
る
役
目
‥
を
果
し
て
い
る
か
ら
で

す
。

ど
の
く
ら
い
防
音
効
果
が
あ
る
か
と

い
う
と
、
幅
三
ト
メ
ー
ト
ル
の
森
林
は
、

騒
音
を
約
二
十
五
ホ
ン
小

さ
く
し
ま
す
。

成
田
の
斬
東
京
国
際
空
港
で

も
、
そ
の

効
用
を
生
か
し
て
防
晋

林
が
造
ら
れ
て

い
ま
す
。

緑

を
身
近
に

都
会
で
は
緑
が
た

い
へ
ん
少
な
く
、

ピ
ル
の
凧
上
な
ど
に
も
人
口
庭
園

を
造

り
で
緑
に
接
し
て
い
る
く
ら
い
で

す
。

そ
の
点
、
回
り
が
自
然
に
囲

ま
れ
、
景

勝
の
地
で
あ
る
当
町
は
た
い
へ
ん
恵
ま

れ
た
環
塊

に
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
と
い

っ
て
緑
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
川
本
の
珊
勝
の
は
と
ん

ど
は
長

い
川
人
閥
が
自
然
に
Ｆ

を
加
・气

守
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

ま
ず
、
身
の
回
り
か
ら
緑
化
を
し
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
生
垣

の
あ
る
家
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
比
べ
る
と
、
心
が

な
ご
む
感
じ
が
し
ま
す
。
ま
た
、
庭
に

中
心
に
な
る
木
が
一
本
あ
れ
ば
豪
し
い

も
の
で
す
。
子
ど
も
の
誕
生
と
か
入
学

な
ど
の
記
念
に
水
を
植
え
ま
せ
ん
か
。

高
価
な
木
で
な
く
と
も
丈
夫
な
木
で

あ
れ
ば
、
成
長
と
と
も
に
思
い
出
が
刻

み
こ
ま
れ
、

”わ
が
家
の
名
木
”
に
な

る
で
し
ょ
う
。

桜

二
千
本
を

植
樹
の
予
定

存
は
な
ん
と
い
っ
て
も
桜
。
町
で
は

観
月
台
公
園
の
桜
が
有
名
。
連
日
花
兄

の
婁
が
開
か
れ
ま
す
が
。
こ
の
桜
は
先

人
が
植
え
た
も
の
で
、
今
私
た
ち
は
そ

の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

町
で
は
、
大
木
戸
地
区
の
山
根
タ
メ

池
周
辺
か
ら
阿
津
賀
志
山
頂
ま
で
の
林

道
両
脇
に
桜
の
苗
木
二
千
本
を
植
え
る

計
画
が
あ
り
ま
す
。
数
年
先
に
は
花
も

兒
ら
れ
、
一
大
桜
並
木
が
出
現
し
、
も

う
一
つ
の
桜
の
名
所
と
な
る
の
も
遠
い

将
来
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

山

は
宝
な
り

山
へ
の
関
心
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

現
在
、
森
林
の
経
営
は
た
い
へ
ん
難
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
日
常
生
活
の

変
化
で
、
草
刈
り
や
柴
刈
り
を
す
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
山
も
荒
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
。
山
は
数
卜
年
先
の
こ
と
を

考
え
る
も
の
で
す
か
ら
、
決
し
て
山
を

兄
捨
て
る
こ
と
な
く
、
全
山
を
緑
化
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
木
材
資
源

ば
か
り
で
な
く
、
土
砂
防
止
や
水
資
源

の
確
保
に
は
緑
化
を
忠
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
「
山
は
宝
な
り
」
の
祖
先
の
教

え
は
今
で
も
生
き
て
い
ま
す
。

町の文化剩、大カヤと大鳥（椡齡・ 百年り 上・深山神杜）

初代腰掛松の図（佐藤忠美さん所取）

石毋田財産区議長

斎藤 実さん(59)



舂です。庭や山の木々も 固い つぽみ

をやっとほころばせています。

３月１日から 、全国各地で国土緑化

運動が始まりました。森林は私たちの

目に見えないところで生活を支えてい

ます。

緑に触れることの多いこの季節に改

めて緑の効用と樹木の大切さをもう一

度見直してみませんか。

曹を愡ばせる石毋田城のケヤキ林

わ
が
家
の
緑

五

葉

松

菊
地
裨
吾

さ
ん
（
堀
野
目
・
五
八

歳
）

の
庭
に
は
。
樹
齢
二
百
年
ほ
ど
の
兄

事

な
シ
モ
フ
リ
五
葉
松

が
あ
る
。
高
さ
五

メ
ー
ト
ル
、
吟
の
径
は
四
十
セ
ン
チ
ば

か
り
だ
が
、
枝
ぷ
り
が
大
き
く
笠
の
催

は
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
先
祖
代
々
大

切

に
胄
て
継
が
れ
て
、
こ
の
辺

に
は
見

ら
れ
な

い
責
重
な
も
の
と
な
っ
た
。

近
所
の
菊
地
イ
ネ
さ
ん
（
八
三
歳

）

の
幼

い
こ
ろ
に
は
い
い
避
び
場
だ

っ
た

ら
し
く
「
ブ
ラ
ン
コ
し
て
よ
く
し

か
ら

れ
た
」
と
い
う
。

何
百
万
円
の
値
段
も
つ
け
ら
れ
た
そ

う
だ
が
、
「

ご
先
祖
様
に
バ
チ
が
当
る

と
て
も
お
金

に
は
」
と
ご
主
人
の
笄
吾

き
ん
。
菊
地
家
の
生
き
た
家
宝
で
あ
る
。

ユ
　
　

ズ

奈
藤
勘
卜
郎
さ
ん
（
石
毋
田
・
七
四

歳
）
の
お
宅
は
、
卜
五

代
続
い
て

い
る

旧
家
。
紅

梅
、

ク
ロ
松
な
ど
二
百
年
以

上
も
た
つ
老
古
木
が
多
い
。
な
か
で
も

ユ
ズ
の
大
木
は

た
い
へ
ん
珍
し
い
。
樹

鳥
六
メ
ー
ト

ル
、
周
囲
一
メ
ー
ト

ル
ほ

ど
、
樹
齢
は
こ

れ
も
二
百
年
以
上

と
か
。

ユ
ズ
の
北
限
は
福
鳥
市
あ
た
り
と
い

わ
れ
て

い
る
。
斎
藤

さ
ん
の
お
宅
は
石

毋
倒
城
近
く
に
あ
り
、
背
後
は
山
の
た

め
、
北
風
が
逎
ら
れ
る
環
境
に
あ
る
。

［
こ
ん
な
地
形
の
た
め
、
寒
さ
に
や

ら
れ
ず
育
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
秋
に

は

。
コ
ン
テ
ナ
で
五
箱
ぐ
ら

い
の
実
を

つ
け
ま
す
。
出
荷
し
た
り
ユ
ズ
湯
に
使

っ
た
り
。
あ
り
が
た
い
」

と
斎
藤
さ
ん
。

爾地さんと自慢の松

ユズの大木を鶴に斎・ さん

町

の

林

業

五
十
五
年
の
展
林
葉

セ
ン
サ
ス

に
よ

る
と
、
国
兄
の
現
況
森
林
画
積
は

。
千

ゴ
ー百

九
十
瓦
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
町
の
総
面

瞶
の
約
四
〇
％
で
す
。
十
ア
ー
ル
以
上

山
林
を
保
有
す
る
『
林
章
』
は
、
四
百

二
十
三
戸
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
農
家
で
、
林
業
の
み
で
生
針
を
た

て
て
い
る
世
帯
は
あ
り
ま
せ
ん

。

従
っ
て
、
林
章
が
自
ら
植
林
し
て

い

る
こ
と
は
少
な
く
。
県
行
造
林
（
県

に

山
を
貨
し
て
分
収
す
る
）
や
保
安
林
改

良
事
業
（
県

が
植
林
か
ら
五

年
間

手
入

れ
を
す
る
）
で
の
緑
化
が
大
半
で
す
。

県
行
造
林
は
五
十
五
年
度
木
で
九
十

四
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
よ
び
、
保
安
林
改

良
事
業
は
毎
年
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
現
嗅

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
造
林
面
禎
の
拡
大
と

森
林
資
源
の
開
発
の
た
め
林
道
開
設
に

力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
五
十
六
年
に
は

鳥
取
林
道

が
完
成
、
開
通
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
泉
田
の
赤
坂
林
道
を
改
築
。

五
メ

ー
ト
ル
の
基
幹
道
路
と
し
て
半
田

沼

に
接
統
さ
せ
る
計
画

が
違
ん
で

い
ま

す

。林

道
と
並
ん
で
、
治

山
ダ
ム
建
設
も

重
要

な
仕
事
で
、
貝
田
四
ツ
穴
地
区
の

工
事

が
完
成
、
来
年
度
に
は
泉
田
地
内

の
滝
川
上

流
に
ダ
ム
建
設
の
予
定
が
あ

り
ま
す
。



Ｗき″心゛血

愛�の�血�液
�

●

�助�け�合�い

献
血
と
は
Ｉ
Ｉ
国
民
が
お
互
い
に
助
け
あ
い
の
精
神
に
よ
っ
て
、
代
償
を
期

待
す
る
こ
と
な
く
、
病
み
苦
し
ん
で

い
る
多
く
の
人

々
の
た
め
に
、
自
分
の
血

液
を
自
発
的
に
提
供
す
る
行
為
で
す
。

献
血
は
尊
い
い
の
ち
を
救
う
、
崇
高
な
人
類
愛
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。

人

か

ら
人

へ

尊
い
贈
り
も
の

現
代
の
科
学
の
粋
を
も
っ
て
し
て
も

血
液
は
遣

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
事
実
こ
そ
「
献
血
」
Ｉ
愛
の
血

液
助
け
合

い
の
精
神
で
す
。
献
血
を
通

し
て
助
け
合
う
社
会
の
連
帯
の
輸
の
中

に
み
な
さ
ん
も
加
わ
り
ま
せ
ん
か
。

医

累
に
必
要
な
血
液
は
年
々
そ
の
需

要

が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
と
に
、
一
月

～
一
‘一
月
の
冬
場
は
献
血
書
が
少
く
、
血

液
は
下
足
し
が
ち
で
す
。

一
面
当
り
の
献
血
の
量
は
、
二
百
ミ

リ
リ

ッ
ト
ル
で
す
。
わ
た
し
た
ら
の
体

に
は
、
ふ
つ
う
約
四

リ
ッ
ト

ル
の
血
繊

が
流
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
献
血
の
量
は

全
体
の
量
の
五
％

と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
の
血
液
の
五
％
が
、

輸
血
を
必
要
と
す
る
病
気
の
方
や
、
交

通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
尊
い
生
命

を
叙
う
の
で
す
。

一
方

。
献
血
は
、
あ
な
た
自
身
の
健

康
管
理

に
も
役
立
ち
ま
す
。
献
血
さ
れ

た
血
液
に
つ

い
て
。
血
液
型
の
判
定
を

は
じ
め
、
肝
機
能
や
９
｛

じ
ん
｝
機
能

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
、
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル

の
測
定
な
ど

い
ろ

い
ろ
な
検
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
。
二
百

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
探

血
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
な
た
の
仕

亊
や
日
常

の
活
助
に
は
少
し
も
彫
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。
体
内

の
血
液
量
は
、
数

時
閥
で
元

の
量
に
戻
り

ま
す

。

尊

い
生
命
を
教
う
た
め
に
、
ま
た
、

あ
な
た
の
健
康
管
理

の
た
め
に
も
。
す

す
ん
で
献

血
に
協
力

し
ま
し

ょ
う
。

安

全

な

献

血

人
そ
れ
ぞ
れ
の
血
液
の
量
は
、
体
重

に
比
例
’
｝
で
い
て
、
ふ
つ
う
男
性
は
体

重
の
約
八
％

、
女
性
は
七
％

と
い
わ
れ

て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
体
重
六
十
キ
ロ
グ
ラ

ム

の
男
性
で
あ
れ
ば
、
血
液
は
四

・
ハ
リ

ッ
ト
ル
、
五
十
キ
ロ
の
女
性
な
ら
一
二
・

五
リ
ッ
ト
ル
の
皿
に
な
り
ま
す
。

こ
の
血
液

が
体
内
を
一
巡
す
る
時
間

は
、
約
二
十
三
杪
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
献
血
は
一
回
二
百

ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
で
す
。
人
間
は
。
体
内
の
血
液
量
の

一
〇
％
は
出
血
し
て
も
日

常
生
活

に
差

し
つ
か
え
な

い
と
言
わ
れ
ま
す
。

で
す

か
ら
、
献
血
の
基
準

に
遣
し
て

い
る
人
な
ら
、
一
回
二
百

ミ
リ
リ

ッ
ト

ル
の
献
血
で
は
、
ま
っ
た
く
心
配
な

い

と
日
本
赤
十
字
社
で
は
浦

っ
て

い
ま
す
。

昭
和
五
十

六
年
度

献
血
功
労
者
を
表
彰

去
る
二
月
二
十
三
日
、
昭
和
五
十
六

年
度
献
血
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
次
の
十
二
名
の
方
々

で
、
そ
れ
ぞ
れ
町
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
日
本
赤
十
字
社
か
ら
は
、
金
色

功
労
章
が
二
名
に
、
銀
色
功
労
章
が
十

二
名
に
贈
ら
れ
。
こ
の
日
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

・

感
謝
状
と
銀
色
功
労
章
受
章
者

○
阿
部

洋
一
（
大
木
戸
）

○
赤
坂
は
る
い
（
内

谷
）

Ｏ
大
竹
　
ッ
ネ
（
山

崎
）

○
斎
藤

靖
子
（
小

坂
）

Ｏ
宍
戸

敏
子
（
森

山
）

Ｏ
鈴
木
百
合
子
（
大
木
戸
）

Ｏ
廣
居

重
夫
（
森

山
）

Ｏ
実
沢
恵
美
子
（
森

山
）

Ｏ
八
巻
千
代
子
（
藤

田
）

Ｏ
菊
地

富
子
（
石
毋
田
）

Ｏ
国
分

次
雄
（
藤

田
）

○
小
池

芳
男
（
藤

田
）

圖
全
色
功
労
章
受
章
者

Ｏ
朽
木

好
秋
（
藤

田
）

Ｏ
後
藤

忠
一
（
高

城
）

献

血

あ

り

が

と

う

二
月
二
十
五
日
の
献
血
者

▽
驫
協

吉
田
昭
一
　
富
井
市
子

小

早
川
Ｉ

佐
藤
洋
一
　
佐
藤
久
美
子

武
田
サ
ト
子

菊
地
輿
子

佐
幕
東
子

菅
野
善
一
郎

餓
坂
文
男

佐
久
闖
刊

偬

相
羣
実

▽
国
見
電
子

紺
野
シ
マ
子

舛
木
和

細
子

赤
暇
裕
子

大
鞭
英
紀

賢
田

要
轤

佐
藤
善
美

饂
田
膕
技

高
橋

‘二
代
子

佐
－

蒙
子

片
平
マ
ス
エ

▽
―
水
鬢
作
衂

僅
輿
幸
夫
　
輿
水
正

番

曳
地
す
み
え

遠
－

俊
蹕

虞
田

兔
男

武
田
吉
弘

訟
薦
金
蘗

▽
－

冕
ガ
ス

轟
橋
敬
昧

鈴
木
広
茂

八
巻
千
代
子

木
村
搏
良

谷
口
男
子

▽
儷
見
積
檣

近
野
キ
タ

高
橋
庄
次

中
木
勝
男

▽
国
見
町
很
櫑

１
分
次
雌

秡
浦
英

夫

小
池
芳
男

古
川
比
司

安
田
艚

ご一

連
籘
喜
正

荀
地
富
子

菅
野
信

朗

佐
久
間
正

後
藤
京
子

羽
横
田

孝
司

引
地
由
劃

佐
野
功

後
蕗
晋一

養
子

八
巻
秋
夫

▽
一
般

朽
木
好
秋

後
藤
忠
一
　
庚

居
龕
夫

松
田
正
博

斎
藤
瑰
雌

半

沢
皿

八
鳥
富
一
　
闢
根
安
線

徳
江

摶
典

阿
部
ノ
プ

橄
両
栄
抬

鈴
木

百
合
子

黒
田
節
子

笠
梳
全
汰

大

内
－

美

寅
－

章
一

大
友
文
一
　
阿

部
澄
子

佐
篳
紀
子

穂
苅
棔
二

小

西
美
佐
子

古
田
孝
文

高
槽
力

佐

藤
重
男

菊
地
玲
子

大
森
忠
次
廊

大
森
亰
子

小
西
常
夫

樋
口
魯

佐

藤
フ
ミ
子

皎
漕
市
太
衂

実
沢
息
奬

子

大
津
鼻
治

斎
事
キ
ヨ
　
大
闘
正

子

籌
田
ミ
サ

踝
田
知
子

鈿
乕
和

子

安
横
ト
シ
エ
　
佐
々
木
英
司

遠

藤
豊
和

高
橋
礬
黄

菊
地
忠
奥

斎

藤
ヨ
シ

高
檎
久
藾

謇
Ｂ
和
光

八

鳥
和
子

棯
Ｉ
ヨ
ネ
子

松
濔
悦
子

吉
田
と
き
子

伊
羃
芳
子

後藤さん 朽木さん

金色功労章受章者



中
山
さ
ん
百
万
円
を
寄
附

大
木
戸
小
学
校
教
材
費
に

二
月
二
十
六
日
、
中
山
隆
さ
ん
（
光

明
寺
・
五
七
歳
）
は
、
大
木
戸
小
学
校

の
教
材
備
品
購
入
費
に
と
百
万
円
を
町

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
春
．
孫
の
宗
隆
君
が
人
木
戸
小

学
校
を
卒
業
す
る
に
当
り
、
六
年
間
お

世
話
に
な

っ
た
お
礼
を
し
た
い
と
申
し

出

ら
れ
た
も
の
で
す
．

大
木
戸
小
学
校
で
は
、
７

迷
．

ピ
ア

ノ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
の
教
材
備
品

を
購
入
し
．
毎
日
の
勉
強
に
活
用
し
て

い
ま
す
．
「
鱗
堂
の
ピ
ア
ノ
が
古

く
て
、

餌
律
し
な
が
ら
や
っ
と
使
つ
て
き
ま
し

た
が
、
中
山
さ
ん
の
ご
寄
附
で

斷
し

く

な
り

、
子
ど
も
た
ち
も
人
よ
ろ
こ

び
で

す
」
と
山
上
校
長
は
感
謝
の
こ
と
ぱ
を

述
べ
て

い
ま
す
．

ま
た
、
今
月
十
．こ
日
に
は
、
中

山
さ

ん
を
招
い
て
新
し

い
ピ
ア
ノ
の
妓
露
式

が
体
宵
館
で
行

わ
れ
．
子
ど
も
た
ち
が

中
山
さ
ん
に
お
礼
の
こ
と
ぱ
を
述
べ
ま

し
た
．

寄附をする中山さん(中央)

宇
佐
美
さ
ん
に
緑
十
字
銀
章

交

通
安

全

功

労

者

去
る
一
月
二
十
二
日
、
東
京
で
閥
か

れ
た
第
二
十
二
回
交
通
安
全
国
民
運
動

中
央
大
会
で
、
宇
佐
美
兵
藏
さ
ん
（
錦

町
こ
（
九
歳
）
に
交
通
栄
誉
章
「
緑
十

字
銀
章
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
交
通
安

全
功
労
者
と
し
て
の
賢
章
で
す
。

昭
和
三
十
二
年
に
就
任
し
た
藤
田
連

転
者
会
の
役
貝
時
代
か
ら
交
通
安
全
協

会
桑
折
支
部
則
支
部
長
の
現
在
ま
で
一

貫
し
て
交
通
安
全
指
導
に
力
を
注
い
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
「
交
通
安
全
は
、
た

だ
法
規
を
守
る
こ
と
に
つ
き
ま
す
」
の

こ
と
ぱ
を
か
み
し
め
た
い
も
の
で
す
。

おめでとう宇佐美さん

あの人この人

5

4
国見町父子家庭福祉会長

後 藤 忠 一 さ ん
(高城 字旗鉾43・50歳)

『
昭
怐
・
Ｔ

六
年
女
房
と
離
別
し
た
と

き
に
は
。
ま
だ
娘
が
二
つ
で
し
た
ｌ

そ

そ
れ
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
生
き
て

い
ま
し
た
の
で
、
私
も
そ
れ
程
苦
痛
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
だ
ん
だ

ん
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
子
育
て
を
し

な
が
ら
仕
事
を
す
る
の
は
、
人
に
い
わ

れ
ぬ
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
」
。

い
ま
は
娘

も
二
ｔ

｝一
才
に
な
り
、
一

応
安
定
し
た
職

に
つ
き
、

い
ま
ま
で
の

苦
労
も
む
く
わ
れ
た
思

い
を
し
て
い
る

と

い
う
後
藤
忠
一

さ
ん
は
、
陽
焼
け
し

た
顏
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
話
し
て
く
れ
る
。

昭
和
五
十
一
二
年

に
誕
生
し
た
伊
連
地

方
父
子
福
祉
連
の
誘

い
も
あ
り
、
国
見

町
父
子
家
庭
柵
祉
会
を
作
る
こ
と
で
。

名
簿
の
作
成
や
ら
勧
誘
な
ど
と
走
り
回

っ
て
、
よ
う
や
く
同
志
ナ
ー
Ｊ
人
の
協
賛

を
得
て
、
父
子

東
庭
福
祉
会
設
立
の
連

び
と
な
っ
た
。

現
在
、
設
立
当

初
か
ら
み
る
と
。
再

婚

さ
れ
た
方
も
あ
っ
て
八
名
と
淋
し

い

が
、
政
治
的
な
助
き
を
除

い
て
、
会
貝

相
互
の
親
睦
と
融
和

に
つ
と
め
、
年
一

回
行
わ
れ
る
母
子
家
庭
と
の
交
流

に
は
、

か
か
さ
ず
出
席
し
て
い
る
。

父
１

・
母
子
牽
庭
親
睦
会

に
は
、
先

ず
初
対
面
で
あ
る
だ
け

に
、
少
々
固
く

な
り
、
ひ
か
え
め
な
所

も
み
ら
れ
る
が

何
回
か
の
集
り
で
最
近
は
、
訊
軽
く
あ

い
さ
つ
を
か
わ
す
な
ど
と
。
そ
れ
ぞ
れ

不
自
由

な
面
を
補

い
あ
う
な
ど
。
な
ご

や
か
な
愉
景
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。

「
そ
の
お
険
で
め
で

た
く
結
ば
れ
た
カ

ッ
プ
ル
も
幾
柤
も
あ
り
ま
す
。
世
の
中

に
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
未

婦

の
毋

と
い
う
言
葉
に
対
し
て
未
婚
の

父

と
い
う
言
葉
も
あ
る

』
と
人
の
良
さ

そ
う
な
日
が
眠
鏡
の
奥
で
笑

っ
て

い
た
。

と
も
あ
れ
、
父
一
人
で
子
供
を
胄
て

る
と
い
う
こ
と
は
並
大
抵
の
苦
労
で
は

な
い
、
子
供
が
小
学
校
か
ら
中
掌
校
と

成
長
す
る
に
と
も
な
っ
て

、
男
の
感
覚

で

は
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な

い
。

「
い
ち
ば
ん
苦
労
し
た
の

は
、
ま
ず
掃

除
洗
濯
で
す
。
父
一
人
の

た
め
に
曹
せ

る
も
の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
人
並
み

に
育
て

る
の
に
ど
ん
な
格
好
を

さ
せ
た

ら
い
い
の
か
、
女
で
な
い
私
に
は
、
見

当
も
つ
か
な

い
」
。

後
藤
忠
一
さ
ん
は
陽
娩
け
し
た
顔
を

ほ
こ
ろ
ぱ
せ
、
く
っ
た
く
の
な
い
表
情

で

話
し
て

い
る
の
を
見
る
と
、
人
生
を

達
観
し
た
、
聖
人
の
風
格
が
あ
る
。

「
同
じ
よ
う
な
境
偶
の
者
同
志

が
励

ま
し
、
慰
め
あ
う
会
だ
か
ら
別
に
跨

る

ぺ
き
も
の
は
何
も
な
い
。
た
だ
。
こ
の

環
境
の
中
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
者

が

い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
…
…
」。

今
月
二
十
三
日
に
は
、
町

の
会
員
の

生
活
ぷ
り
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
圃
放
映

さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。



国見の城 と舘 ⑩
西大枝・築舘

西
大
枝
の
築
舘
は
、
阿
武
陵
川
の
は

ん
ら
ん
原
を
兄
お
ろ
す
西
根
台
地
上
に

あ
っ
て
、
東
西
一
七
〇
ｍ
・
南
北
七
〇

ｍ
の
略
長
方
形
状
を
な
す
平
山
城
で
あ

南
側
は
、
は
ん
ら
ん
原
と
の
比
高
が

五
と
七
ｍ
の
河
岸
段
丘
で
。
そ
の
前
面

は
か
つ
て
の
阿
武
隈
川
の
旧
河
床
で
現

在
は
滝
川
が
東
流
し
て
い
る
。
東
側
は

貴
田
に
渾
を
発
す
る
牛
沢
川
が
台
地
面

を
深
く
刻
ん
で
、
小
規
暎
な
川
谷
平
地

を
形
成
し
な
が
ら
、
館
の
東
南
地
点
で

滝
川
に
落
ち
合
っ
て
お
り
、
西
側
も
築

舘
沢
（
仮
称
）
が
下
劾
し
、
そ
の
上
流

は
滝
地
形
を
な
し
、
貳
醂
和

と
呼
ば
れ

て
い
る
。
北
側
の
東
部
は
輻
六
ｍ

’
高

さ
二
ｍ
の
土
塁
、
西
部
に
は
縦
横
二
〇

ｍ
ほ
ど
の
小
山
状
の
土
暴
が
築
か
れ
て

い
る
。
こ
の
両
土
塁
の
間
は
水
濠
と
土

塁
と
で
つ
な
が
れ
、
北
側
の
平
地
面
と

画

さ
れ
て
い
た
が
現
存
し
な

い
。

明
治
十
七
年
に
作
成
さ
れ
た
西
大
技

村
地
籍
図
に
よ
れ
ば
、
舘

の
南
側
は
湿

田
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
東
部
は
中
土

手
で
締
切
ら
れ
、
水
濠
跡
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
築
舘
を
防

爾
上

の
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
平
拉
地
と
地
続

き
の
北
側
は
弱
点
を
な
す
が
、
他
は
魯

廈
地
形
を

な
す
要
書
の
地
で
あ
る
。
館

へ
の
通
路
は
上
一
尸
口
・
百
目
木
口
・
西

南
口
お
よ
び
現

在
も
切
通
し
と
呼
ば
れ

る
箇
所
で
、
北
面
の
切
通
し

が
大
手
口

Ｉ

と
思
わ
れ
、
城
内

に
は
城
口
な
る
地
名

も
残

さ
れ
て

い
る
。

築
館
の
築
城
時
期
。
来
歴
等

に
つ

い

て
は
明
ら

か
で
な
い
が
。
若
干
の

考
傘

を
試
み
た
い
。
舘
の
形
状
よ
り
み

れ
ぱ

古
い
築
城
形
式
の
。
単
純
な
単
濠

単
郭

式
長
方
形
舘
で
鎌
倉
時
代
の
築
城

と
み

ら
れ
る
。
こ
の
館
の
西
方
の
欠
下

ま
で

文
泊
五
年

こ

一
八
九

）
の
奥
州
合
戦

に
際
し
、
藤
原
泰
衡
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
阿
津
賀
志
山
防
塁

が
延
び
て
お
り
防

塁
末
増
の
堡
と
し
て

築
か
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

「
伊
達
世
臣

家
膳
」
の
須
田
氏
の

項
に

よ
れ
ば
「
当
家
累
世
の
臣
で
、
伊
達
郡

の
築
舘
に
居
城
す
Ｊ

と
あ

る
。
ま
た
文

禄
三

年
『
蒲
生
傾

高
目
録
』
の
小
手
の

部
・
下

糖
田
村
（
現
月
館

）
は
須
田
氏

の
本
領
と
さ
れ
、
伊
達
輝
木

に
殉
死
し

た
須
田
伯
耆
の
子
息
達
は
、
伊
達
政
宗

が
そ
れ

に
報

い
な

か
っ
た
の
に
不
満
を

い
だ
い
て
出
奔
し
、
会
津
若
松
の
蒲
生

氏

に
任

い
。
下
糖
田
村
を
下

賜
さ
れ
た

も

の
で
あ
ろ
う
。
現
月
舘
の
町
東

に
あ

る
月
見
舘
は
須
田
氏
の
居
舘
と
伝
え

ら

れ
る
。
し
か
し
下
糖
田
は
天

文
二
二
年

ま
で
は
懇
田
氏
傾
で
あ
り
、
伊
達
氏
譜

代
の
須
田
氏
が
飯
有
す
る
の
は
懇
田
氏

が
亡
ん
だ
榎
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前

に

居
城
し
た
築
館
は
こ
の
西

大
枝
の
築
舘

の
可
能
性
が
大
き

く
、
今
後
の
検
肘

に

待
ち
た

い
。

『
西
大
技
区
有
文
番
』
に
よ
れ
ば
。
明

治
維
新
時
に
は
、
仙
台
蕩
が
築
館
周
辺

に
砲
台
場
を
構
築
し
て
い
る
。
延
享
年

間

に
作
成
さ
れ
た
「
西

大
技
村
絵
図
」

に
は
築
館
に
は
四
戸
の
農
家
が
み
ら
れ

る
が
。
現
在
は

Ｉ
〇
戸

に
増
加
し
て

い

る
ゆ

参
考
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献
　

こ
れ
ま
で
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羈亶

耳
が
痛
い
の
は

″
健

康
の
赤

信

号
″

‘二
月
ｉ
二
日
は
耳
の
日
。

耳
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
器
官

で
。
耳
自
体
に
こ
れ
と
い
っ
た
病
気

が
な
い
の
に
、
体
の
ほ
か
の
部
分
に

異
状
が
あ
っ
た
り
す
る
と
。
耳
が
痛

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耳
が
痛
ひ
と
き
は
こ
健
康
の
赤
信

号
”
と
み
て
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
耳
自
体
が
原
因
の
と
き
》

耳
か
き
で
外
耳
道
を
傷
つ
け
た
よ

う
な
鳩
合
の
痛
み
は
、
ま
ず
外
偽
に

よ
る
炎
症
だ
と
思
っ
て
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。
応
急
処
置
と
し
て
は
冷

湿
布
を
し
。
早
め
に
医
師
に
診
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
医
師
の
指
示
に
従

い
抗
性
剤
を
服
用
す
れ
ば
、
大
体
す

ぐ
泊
り
ま
す
。

急
性
中
耳
炎
は
発
熱
（
三
八
？
四

〇
度
）
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
乳
幼

児
が
熱
を
出
し
て
内
科
で
診
て
も
ら

っ
た
が
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い

よ
う
な
場
合
は
、
念
の
た
め
。
耳
鼻

科
で
も
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
耳
は
。
大
人
に
比
べ
耳
管

が
太
く
て
短
い
た
め
、
外
部
か
ら
の

刺
激
を
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

耳
垢
（
あ
か
）
が
た
ま
る
な
ど
汚
れ

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
バ
イ
菌
が

繁
殖
し
、
耳
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
耳
は
い
つ
も
清
潔
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

（
耳
以
外
の
病
気
が
原
因
の
と
き
》

か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
慢
性

鼻
炎
な
ど
の
彫
響
で
耳
が
痛
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
人
で
も
高
血
圧
、
屑
こ
り
、
貧

血
、
過
労
、
裏
弱
、
更
年
期
障
客
な

ど
の
病
気
の
た
め
に
耳
な
り
が
し
た

り
、
耳
が
痛
く
な
る
鳩
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
健
康
へ
の
気

配
り
が
大
切
で
す
。
特
に
冬
は
か
ぜ

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

よ
‘つ
Ｏ

な
お
、
鼻
を
か
む
と
き
は
、
片
方

ず
つ
交
互
に
か
む
よ
う
に
習
慣
づ
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
耳
は

鼻
や
の
ど
に
直
結
し
て
い
ま
す
か
ら
、

あ
ま
り
強
く
鼻
を
か
む
の
は
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。

３月３日はr耳の日J



国
民
健
康
保
険

被

保

険
者

証
の

検

認

国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
三
月

一
二
十
一
日
で
有
効
期
隕
が
き
れ
て
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
検
認

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
認
の
方
法
は
、
各
部
落
の
国
保
協

力
員
（
母
子
保
険

推
進
貝

）
が
一
括
役

場
に
持
参
し
て
行

な
い
ま
す

か
ら
、
更

新
前

々
日
ま
で
、
協
力
鰄
宅

に
届
け
て

く
だ

さ
い
。

３
月
９
日

３
月
3
0日

３
月
3
1日

� 更
新
月
日

３
月
2
7日

３
月
2
8日

３
月
四
日

� 協
力
員
宅
に

届

け
る
日

森
江
野
、
大
技

厚
田
、
山
崎

小
坂
、
大
木
戸

石
毋
田

�

地
　

．区

二

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

三
月
・
四
月
は
。
転
助
、
転
職
、
入

半
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
慌
た
だ
し

い
引
越
し
な
ど
の
中
に
、
忘
れ
が
ち
な

の
が
各
機
関
へ
の
移
転
届
で
す
。

町
役
場
住
民
課
、
町
水
道
課
や
郵
便

Ｑ
、
そ
れ
に
電
力
会
社
、
ガ
ス
会
社
、

電
話
局
、
ま
た
テ
レ
ビ
を
お
持
ち
の
方

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

住
居
移
転
の
豚
は
、
忘
れ
ず
に
届
出

国

民

年

金

前
納
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
糾
を
前
納
し
ま
せ

ん

か
。
一
定
期
間
の
保
険
糾
を
前
納
し

ま
す

と
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
三
ヵ
月

ご
と

に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
期
隕

が
き
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

う
っ
か
り
忘
れ
ま
す
と
。
不

慮
の
事

故
の
と
き
、
障
書
年
金
や
母
子
年
金
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
有
利
な
一
年

騁
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

一
年
肋
納
（
四
月
中
に
）

梟

僵

崘
叫

付

如

嘩

鴫
叫

喋

陝
叫

麟

六
二

．
六
四

〇

六

七

．四

四

〇

割

引

ー

一

、

五

一

〇

一

．

六

一
Ｊ
一
〇

価

納

一

六
一

、
一

三

〇

六
五

、
八

一

〇

※
前
納
す

る
場
合
は
役
場
年
金
係

に

直
接
巾
出
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の
説
明
会

福
鳥
労
働
基
準
局
で
は
。
昭
和
五
十

七
年
度
概
算
保
険
料
と
昭
和
五
十
六
年

度
確
定
保
険
料
の
申
告
、
納
付
手
続
き

と
給
付
事
務
の
説
明
会
を
つ
ぎ
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。

さ
き
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
申
告
書

な
ど
を
持
参
し
て
脱
明
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

Ｃ
日

時

四
月
十
九
日

午
前
十
時
か
ら

○
場

所

桑
折
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
地
城
は
桑
折
町
、
国
見
町
、
伊
達
町

善
意
の
窓

町
社
会
福
祉
協
謫
会
に

◆
菊
地
昭
平
さ
ん
（
石
毋
田
原

）
か
ら

五
万
円

故
菊
地
ミ
ツ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
松
滴
惣
一
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

三
万
円

故
松
浦
惣
助
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
阿
部
貞
泊
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

三
万
円

故
阿
部
浦
子
さ
ん
の

ご
遺
志

◆
武
田
欣
也
さ
ん
（
宮
町
南

）
か
ら

二
十
万
円

故
武
田
彦
一
郎
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
国
兄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

四
万
円

身
障
者
福
祉
の
た
め
に

県
北
中
学
校
に

◆
武
田
欣
也
さ
ん
（
宮
町
南

）
か
ら

五
万
円

故
武
田
彦
一
郎
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
吉
田
孝
司
さ
ん
（
宮
町
北

）
か
ら

二
万
円

故
吉
田
力
さ
ん
の
ご
遺
志

小
坂
小
学
校
に

◆
日
本
敬
神
崇
柤
自
修
団
日
本
天
皇
道

奉
質
会
桑
折
道
場
小
坂
方
部
か
ら

校
章
旗
二
枚

道
路
をき

れ
い
に
し
よ
う

じ

ゃ
ま

に

な

る

木

を

伐

り
ま
し
ょ
う

心配ごと相談日
鳩所 ： 役瑚二 階相談 室(剌甄入rlからお入り下さい)

時 間： ９時 ～12 畤

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶対に守ります。

（相談員）

３月25日（木）阿部　俊恆，佐久間いち

４月５日（月）佐野　市郎，渋谷　愛子

４月15日（木）佐藤　 踝，長谷川キン

３月　弥生（やよい）

18日　彼岸入り

21日　春分の日・彼岸の中日

22日　放送記念日

23日　世界気象記念日

31日　会計年度末

４月　卯月（うづき）

１日　緑の週蜀始まる

５日　 清明

７日　世界保健デー

10日　 婦人の日

11日　 メートを法公布記念日



国見町公民館

電

話
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公
民
館
図
書
を
農
協
の
各
支
所
窓
口
に

本
を
読
む

と
若
く
な
る
と
い
わ
れ
ま

す

。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
読
番
が

心
の
健
康
に
役
立
つ
か
ら
で
す
。
優

れ

た
＊

と
い
っ
し

よ
に
心
を
隻
か
に
働

か

せ
て
い
る
人
は
自
然
に
目

の
輝
き
が
ま

し
て
、
自
信
の
あ
る
奨
し
い
顏
と
な
り

楽
し
く
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま

す
。

公
民
館
で
は
４
月
よ
り
農
協
の

各
支

所
に
巡
回
文
庫

こ

般
図

書
の
み

）
を

般
置
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
ま
ず
手

に
と
っ
て
本
を
選

び
。
ま
た
簡
単
な
手
続
き
で
本
を
借
り

て
碍
れ
る
よ

う
に
致
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

多
数
の
方
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
に
親
し
む
習
慣
の
な
か
っ
た
人
も

な
に
か

ヾ
冊
、
目
‥に
ふ
れ
た
も
の
か
ら

読
み
始
め
て
ド
さ

い
。
話
題
に
な
っ
て

い
る
本
を
手

に
と
り
跿
む
こ
と
に
よ
っ

て
複
雑

な
現
代
の
生
活
の
さ
さ
え
と
必

ず
や
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度

学
級
生
を
募
集
い
た
し
ま
す

町
公
民
館
で

は
、
昭
和
五
十
七
年
度

に
開
催
す
る
次
の
学
級
生
を
朞
集
し
て

お
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
年
間
を
通
し
ｆ

て
、
教
賛
学
習
、
趣
味
、
研
修
旅
行
な

ど
が
針
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
誘

い
合
っ
て
参
加

し
て
下

さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
町
公
民
館

に
お
問

い
合
せ
下

さ
い
。

◆
乳
幼
児
学
級

対

象

者○
歳
廴

二
歳
児
を
持
つ
お
母

さ
ん

方
を
ｔ

と
し
。
乳
幼
児
教
育
に
関

心
を
持
つ
方
。

開
　

講

四

月
二

十
八
日
（
水

）

締

め
切
り
　

三
月
。二
十
一
日

ま
で
。

※

託
児

に
協
力
し
て
下

さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
、
公
民
館
に
ご
遠

絡
お
噸
い
し
ま
す
。

◆
青
年
学
級

定
　

員
　
三
十
名

締
め
切
り
　
四
月
卜
日
｛
土
｝

対
　

象

町
内
在
住
の
二
十
三
歳
ま

で
の
腎
年
男
女

（
町
内
勤
務
者
、
学
生
も
可
）

◆

成
人
学
級

対
　

象

町
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね

六
十
五
歳
未
満
の
壮
年
者

（
婦
人
も
含
む
）

学
　

習

月
一
回
（
昼
間
）

締
め
切
り

三
月
三
十
一
日
（
水
）

◆婦人教養講座
対
　

象

町
内

に
居
住
す
る
峰
人

締
め
切
り

三
月
三
十
一
日

内
　

容

一
般
教
餐
．
健
康
管
理
、

体
力
つ
く
り
、
手
芸
．
研

修
視
察
等

折 紙 細工青春祭での演劇

社
交
ダ
ン
ス
教
室
に
通
っ
て

山　崎

井砂のり枝

町
民
学
校
開
催
の
回
覧
を
み
て
、「
社

交
ダ
ン
ス
教
室
」

と
い
う
文
字
が
私
の

日
‥
に
止
ま
り
。
電
話
で
そ

っ
と
「
年
齢

制
限
」
の
有
無
を

確
か
め
て
か
ら
申
し

込
み
を
だ
し
ま
し
た
。

黒
羽
先
生
を
迎
え
て
の
開
校
式
の
畤
。

「
ダ
ン
ス
は
全
身
の
体
操
」
と

い
う
言

葉
を
き
き
、
私
は
あ
る
期
待
を

か
け
ま

し
た
。

ル
ン
バ
、
ブ
ル
’‐
ス
、
マ
ン
ボ
、
ジ

ル
バ
、
ワ
ル
ツ
と
一
つ
一
つ
の
ス
テ

ッ

プ
を
覚
え

る
の

に
必
死
で
し
た
。
足

が

気
に
な
っ
て
下
を
向
く
の
で
、
「
へ

っ

ぴ
り
腰

」
に
な
っ
た
り
、
肩
に
力
が
入

り
す
ぎ
て
軻

が
凝

っ
た
り
大
変
な
も
の

で
し
た
。
で

も
、
回
を
重
ね
る
毎
に
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
、
面
白
昧
が
で
て
き
ま
し

た
。

二
時
間
も
踊
る
と
汗
ば
ん
で

き
ま
す
。

ま
し
て
、
ブ
ル
ー
ス
、
ワ
ル
ツ
は
広

い

ホ

ー
ル
を

Ｉ
ぱ
い
一

ぱ
い
に
使
う
の
で

い
い
連
動
に
な
り
体

が
軽
く
な
っ
た
様

な
気
が
し
ま
し

た
。
最
終
回
を
迎
え
る

頃
、
艦
か
ら
と
も
な
く
「
も
う
少
し
続

け
た
い
」

と
言
う
こ
と
に
な
り
、
先
生

の
御
都
合
を
伺

い
ま
し
た
。

現
在
は
週
二
回
『
月
、
金
曜
日

の
午

俊
七
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で

』
セ
ン

タ

ー
の
ホ

ー
ル
を
借
り
て
練
習
を

続
け
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
一
度
、
覗

い
て
み
て

下
さ

い
。

そ
れ
か
ら
パ
ー
ト
ナ

ー
の
皆

さ
ん
、

今
怏
と
も
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。

誓

襄
黽
護



少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

に
参
加
し
て

小
坂
小
　
佐
藤
保
子

六
月
七
日
、
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
は

じ
ま
る
仲
間
づ
く
り
教
室
に
期
待
を
は

ず
ま
せ
て
、
母
と
一
緒
に
公
民
館
へ
出

か
け
ま
し
た
。
全
く
知
ら
な
い
友
達
が

大
勢
な
ら
ん
で
い
て
式
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
初
め
、
こ
の
大

勢
の
人
た
ち
と
友
達
に
な
れ
る
か
し
ら

と
、
と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
、
こ

の
一
年
間
少
年
仲
間
づ
く
り
に
参
加
し

て
、
と
て
も
よ
い
勉
強
を
し
ま
し
た
。

今
ま
で
全
然
知
ら
な
か
っ
た
遊
び
を

た
く
さ
ん
覚
え
ま
し
た
。
め
か
く
し
お

に
や
、
つ
か
み
お
に
な
ど
は
特
に
楽
し

い
思
い
出
で
す
。

夏
休
み
中
、
キ
ャ
ン
プ
へ
行
き
。
ご

鈑
の
た
き
方
や
、
科
理
の
作
り
方
も
覚

え
ま
し
た
。
ま
た
火
を
か
こ
ん
で
歌
を

う
た
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
キ
ヤ
ン

ブ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。
急
な
坂

道
で
も
が
ん

ば
っ
て
、
登
り
き
一つ
た
（

イ
キ
ン
て

み
ん
な
で
作
『

で
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
と
ん
汁
。

ど
れ
も
こ
れ
も
楽
し

い
思

い
出

ば
か

り
で
す
。

こ
れ
も
み
な
、
友
達
や
指
導
荷
の
皆

様
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
う

い
う
経
験
か
ら
た
く
さ
人
の
友
達

が
で

き
ま
し
た
。

今
年
は
私
も
六
年
生
に
な
り
ま
す
。

今

ま
で
よ
り
、
幸
級
の
什
嘔

や
児
歉

会
、
委
ｎ

会
の
仕
嘔
を

い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
に
や
り
、
学
校
の
中
心
に
な

い

て
、
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

わ
た
し
は
、
こ
の
一
年
間
、
沖
問
づ

く
り
教
室
で

い
ろ

い
ろ
と
多
く
の
事
を

学
び
ま
し
た
。
遊

び
の
方
法
。
キ
ャ
ン

プ
や
妝`
会

の
し
か
た
な
ど
、

と
く
に
わ

た
し
は
、
こ
の
教
室

に
通
っ
て
、
【
協

力
’】
の
す
ば
ら
し
さ
を
身

に
し
み
て
感

じ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
れ
ば
、
な
ん

で
も
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ひ

と

り
で
な
や
む
よ
り
、
仲
間
と
共

に
括
り

合

い
、
は
げ
ま
し

ｕ`
つ
て
や
れ
ば
ど
ん

な
こ

と
で
も
出
来
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

私
は
こ
の

。
年
間
に
経
験
し
た
こ

と

を
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
、

勉
強
に
ス

ポ
ー
ツ

に
が
人
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
当

に
い
ろ

い
ろ
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

みんな一緒に

文化団体紹介

藤田芙蓉会
代表　岡　崎　 立　子

私
た
ち
の
芙
蓉
会

は
藤
ｍ

婦
人
会
の
ク

ラ

ブ
活
動
の
一
つ
で

す
。芙

蓉
会
は
岡
兇
町

の
阿
部
祥
子
先
生
を

講
師
に
、
月
二
川
公

尺
館
で
伐
ヒ
時
乍
か

ら
。
み
ん
な
が
輪
に

な
っ
て
踊
れ
る
民
謡

や
歌
謡
曲
の
斯

り
を
会
八
十
四
名
で
お

習

い
し
て

い
ま
Ｉ
．．

￥

．
川
ｙ（
化

祭
に
は
発
表
の
お
仲
間

入
り
も
さ
せ
て

墳
い
て

い
ま
す

、

と
こ
ろ
で
先
日
会
員
の
方
に
、
芙
作
会

の
踊
り
の
よ

さ
を
の

べ
て
貰

い
ま
し
々

先
づ
第

一
に
は
健
康

に
良

い
タ
フ

タ

ブ
肥
り
が
し
ま
っ
て
来
た
よ
う
だ
。
次

の
人
は
、
み
ん
な
と
逹
え
て
楽
し
い
の

で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
こ
れ
が
一
番
。

ま
た
別
の
人
は
踊
り
を
通
し
て
つ
き
合

っ
て
い
る
の
で
話
し
合
い
も
世
間
話
の

悪
さ
が
な
く
み
ん
な
仲
が
よ
い
。
こ
っ

ち
の
方
で
は
気
が
若
け
れ
ば
顛
に
ま
で

出
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
み
ん
な
一
緒

に
芙
蓉
会
の
帰
り
は
場
所
を
き
ら
わ
ず

利
用
出
来
る
し
み
ん
な
に
大
も
て
。
こ

ん
な
弩
言
が
一
杯
あ
り
ま
し
た
。
阿
部

充
生
は
驚
に
ｈ
手
下
手
は
二
の
次
手
を

振
っ
て
歩
日
る
方
な
ら
踊
れ
る
踊
り
な

の
で
す
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
こ
の
楽

し
み
を
昧
わ
っ
て
兒
れ
ぱ
良
い
の
に
と

ａ

つ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
記
事
を
践

ん
で
、
そ
れ
で
は
私
も
と
思
う
方
が
い

た
ら
婦
人
会
員
で
な
い
方
で
も
、
岡
崎

４
Ｉ
ト
シ
ョ
″
ブ
ヘ
お
電
話
下
さ
い
。

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
終
る

冬
の
体
力
つ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
ほ
ど
町
体
協
主
催
の
町
民
家

庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

優

勝
　

宮
町

チ
ー
ム

凖
優
勝
　

山
崎

チ
ー
ム

第
一
二
位
　

石
毋
田
チ
ー
ム

第
三
位
　

病
院

チ
ー
ム

踊りの効果は抜群

･..･|･吻く ぞ

あ
つ
か
し
俳
句
会

二
月二

十
七
日

＊
神
殿
の
大
太
鼓
ま
づ
打
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
甲
二

＊
冬
の
町
日
向
ば
か
り
を
歩
く
癖
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
　

勝
衛

＊
炬
燵
ぽ
け
冷
水
を
飲
む
山
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
山
月

＊
道
祖
神
雪
を
褥
に
眠
り
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
雨
田

＊
枯
木
に
も
花
を
咲
か
せ
て
雪
景
色
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤

痴
仏

＊
つ
れ
ぐ

に
老
の
談
議
や
日
脚
伸
ぷ
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

国
楓

＊
紅
梅
の
今
盛
り
な
り
旅
に
出
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
田
友

＊
自
梅
の
渚
く
香
り
て
夫
は
亡
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
間
は
る
子

＊
降
る
雪
や
カ
ル
テ
に
齡
重
ね
っ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　

羽
賀
　
え
い

＊
畦
道
に
孫
と
摘
み
ゅ
く
芹
な
づ
な
　
　
　
　
　
　
　
　

商
橋

仙
子

本
ス
ト
ー
ブ
に
話
持
ち
寄
る
昼
休
み
　
　
　
　
　
　
　
　

韮
沢

秋
子

＊
葬
り
の
痾
に
消
え
ゆ
く
春
の
雷
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
　

栄
子



わ

だ

い

一
一
十
年

目

を
迎
え

る

町

営

牧

野

二
月
十
六
冂
、
町
公
民
館
で
、
町
営

牧
野
闘
設
二

十
周
年
記

念
式
典
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
。

町
営
牧
野
利
用
組
合
を
設
置
、
牧
野
開

設
し
て
か
ら
二
ｔ

年
・月
を
迎
え
る
も
の

で
す
。

ニ
ト
年
の
歴
史
を
持
ち
、
し
か
も
現

在
発
展
を
続
け
て

い
る
こ
の
種
の
組
合

は
極
め
て
ま
れ
な
も
の
で
、
そ
れ
だ
け

雁
代
の
関
係
者
や
組
合
員
の
苦
労
は
た

い
へ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
高
檎

友
義
会
艮
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
も
。
当

時
の
苦

労
話
が
ユ

ー
モ
ア
を
交
え

て
語

ら
れ
、
出
席
者
一
同
悪

い
出

に
ひ
た
る

面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

経
過
報
告
の
あ
と
、
宍
戸
武
雄

、
八

鳥
昌
、
佐
藤
笄
一
郎
、
付
ｈ

功
、
・
べ
鳥

喜
久
次

さ
ん
の
歴
代
功
労
者

に
感
謝
状

が
附
呈

さ
れ
ま
し
た
。

現
を
の
草
地
は
｡
1
.六

ベ
ク
タ
ー
气

今
年
も
六
十
Ｋ

頌
以
上
の
放
牧
予
定
で

す
．
こ
の
．
．
卜
年
の
間
に
．
延
敖

に
す

れ
ば
一
千
頭
近

い
放
牧
数
．

し
か
も
こ

の
數

に
し
て
事
故
は
皆
無
嘔

に
近

い
と

い
ま
す
。
名
実
と
も
に
大
牧
野
と
い
え

る
で
し
よ
う
。
今
後
も
町
畜
産
振
興
の

哇
と
し
て
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

町長から感謝状を受ける八鳥喜久次さん

育
英
資
金
に
寄
附

佐
久
間
明
静
さ
ん

二
ｑ

已
卜
六
日
．
佐
久
問
明
静
さ
ん

｛
山
崎
小
舘
・
七
一
歳

｝
か
Ｉり
町
の
耐

英
資
金
の

．
助
に
と
．‘
．万
円

の
寄
附
が

あ

り
ま
し
た
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
．
さ
っ
そ
く
育
英
会

計
に
入
れ
、

奨
乍
令
と
し
て
活
川
き
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
．

町
の
習
眞
制
度
は
、
昭
和
．．一
ト
ヒ
弟

に
紋
山
Ⅲ
良
一
さ
ん
が
寄
附
さ
れ
た
財

産
等
を
も
と

に
発
足
し
．
こ
卜
年
近

く

の
実
績
を
も

り
て

い
ま
す
．
こ
の
間
奨

幸
生
は
、
毎
川
貸
与
１
る
修
乍
資
金
で

召

卜
六
人
に
、
人
幸
時
に
賢
与
す
る
支

度

資
金
で
四
十
人
を
数
え

ま
す

。
貸
９

金
甑
も
、
そ
れ
ぞ
れ
。
１
六
百
四
十
コ
ー

万
円

、
咒
百
九
士

こ
万

円
に
Ｅ
り
ま
す
。

し
か
し
、
宵
英
財
産
の
山
林
立
木
が

ま
だ
売
却
で
き
る
ま
で
に
な
く
、
宵
英

会

肘
に
は
、
毎
年
町
の
一
般
会
計
か
ら

繰
入
れ

を
し
て
い
る
状
態
で
す
。

佐
久
間
さ
ん
は
、
こ
の
本

情
を
知
り

今
回
寄
附
を
申
し
出
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

堀
切
教
育
鰻
は
、
翌
日

、
感
謝
状
を

贈
呈
し
、
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

教育長から奥さんに感謝状を

戸籍の窓口
（２月受 付分）

出生おめでとうございます

子の名　　 保護名　　　 部落

明日香　 赤坂　正弘　 内 谷 西

千　陽　 佐久間正義　 源宗ljj北

正　 子　 佐藤　正二　 山 崎 館

奈　々　　高僑　長悛　　貝　　Ⅲ

秀　樹　 小林　憲一　 原　 町

裕　子　 宍戸　 明　 源宗|lj西

めぐみ　 鈴木　 一男　 川　 内

大　介　 菊地　道秋　 石毋田原

友　香　 新井　一男　 本　 町

存　搴　 寺鳥　 光一　 裙　 四

ご結婚おめでとうございます
氏　　　 名　　 部落(前哇嵋

亀 岡　 破　光　　ISI　 内

佐 藤　 みどり　　　福　 鳥

寺 鳥　IE　信　　 第　 円

沖 野 裕 子　　 馼111 中

高 橋 秀 智　　 宮 町 北

咐 野 恵 子　　 宮 町 北

おくやみ申し上げ ます
氏　　　11　　 年齢　　 衂落

赤 坂 キ　ク　82　 内 谷11!i

松　浦 惣　黝　69　 本　 町

阿　部　浦　子　65　 本　 町

商　櫺 政　治　74　｡ 衂　 取

紊 藤 荐 一郎　81　11　 田

八 巻　 ス　ミ　85　 徳 江 北

鴨　Ⅲ　モ　ト　　86　 滝　 山

丹　治　ト　ヂ　80　 山崎小舘

牧　野　キツノ　　69　 宮 町 北

本　 多　キ　ン　　85　 第　　ヒ

武　田　彦一郎　?2　 寓 町 南

人　囗　と　世　帯

３月１日現在（前月比）２月中のうごき

人
　
口

一男5.898 人（－３）転 入　19　人

一女6.  2 人(  + 4 ) 転 出　17　人

･計12.140人（＋ 川 出　 生10　 人

世希數2,833戸(  十 3 )死 亡 ｎ 人

編
　

集
　

日

記

○

惑
皿
直
列
現
象
が
千
年

に
一
回
見
ら

れ
る
と
い
う
の
で
、
早
起

き
し
よ
う
と

心
掛
け
た
ま
で
は
よ
か
っ
た

が
、
ち
ょ

っ
と
早
目
に
起
き
て
し

ま
っ
た
。

○
満
月
が
西

方
中
天

に
。
こ
う
こ
う
と

輝
き
あ
た
り
は
寂
と
し
て
音
も
な
い
。

寒

い
と
は
い
っ
で
も
、
さ
す
が
に
舂
の

訊
配
が
た
だ
よ

っ
て
、
順
を
な
ぷ
る
そ

よ
阻
も
肌
に
こ
こ
ろ
よ
い
。

○

月
は
む
か
し

か
ら
人
間
に
と
っ
て
、

ひ
じ
ょ
う
に
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
る
。

月

は
地
上

か
ら
ほ
ん
の
ら
よ
っ
と
上
れ

ば
行
け

る
と
こ
ろ
だ
と
思

わ
れ
て

い
た
。

○

か
ぐ
や
姫
は
雲
に
乗
っ
て
月
世
界
に

行

っ
た
し
、
メ
ニ

ーフ
ボ
ス

は
鳥
の
翼
を

両
予
に
つ
け
て
、
４

リ
ン

ポ
ス
の
山
か

ら
月
に
飛
ん
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

○
月
は
一
年
に
ニ

セ
『
ノ
チ
程
地
球
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
く
と
い
う

が
、
四
十
五

億
年
前
の
月
は
、
さ
ぞ
い
ま
の
倍
ぐ
ら

い
の
人
き
さ
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。

０

．
九
六
九
年
夏
、
月
面
に
二
人
の
人

聞
が
降
り
立
っ
た
と
き
か
ら
、
月
は
第

八
の
大
険
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

発
卜

・

編

集

国

兇
町

企

．鹵
丿

福

鳥
県

伊

遠

鄒
国

兄

町

大

事

鐇
Ⅲ

字

一
ｒ

田

二

２

／

１

畢
九

六

九
一

一

七
ａ

藤

Ⅲ
｛

○

二
四

五

八

丘

で

．
．
一

一

（

代

）
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